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議会運営委員会会議録（令和６年12月25日） 

 

  出席委員  原委員長 青山副委員長 吉森委員 岩城委員 古沢委員 開田委員  

竹原議長（オブザーバー） 

  欠席委員  なし 

  説明のため出席した職員  石川総務部長 高倉総務課長 

  職務のため出席した事務局職員  石井局長 中田局長補佐 

 

午前10時00分開会 

【原委員長】 これより議会運営委員会を開催いたします。 

 会議日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 日程第１ 会議録署名委員の指名をいたします。吉森委員、青山委員にお願いいたしま

す。 

 日程第２ 令和７年第１回の臨時会の提出案件について、当局からご説明をお願いいた

します。 

【石川総務部長】 おはようございます。 

ちょっと体調不良で聞こえにくいかと思いますけど、よろしくお願いいたします。 

第１回の臨時会に提出する議案の概要について、ご説明いたしたいと思います。 

補正予算関係が一般会計の１件でございまして、先週17日に予算成立した国の補正予算

の対応で、低所得世帯への支援や物価高騰対策などについて提案するものでございます。 

内容につきましては、一覧表のほうで説明をさせていただきたいと思いますので、一覧

表をご覧ください。 

令和６年度１月補正予算案等の概要についてでございます。 

一般会計補正予算につきましては、12月定例会後の現計予算額152億68万9,000円に、今

回補正額２億1,386万4,000円でございます。これにつきましては、国の交付金を活用しな

がら、一般財源として普通交付税2,241万2,000円を出しながら、補正後の合計額として154

億1,455万3,000円となるものでございます。 

今回補正する事業の中身について、個別にして説明をさせていただきたいと思います。 

まず、２款のほう、物価高騰対策生活支援事業費でございますが、こちらのほう、国が

推奨事業メニューとして提出しております生活者支援というような形の中で、今回、全世
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帯に5,000円の商品券を配布するとするものでございます。 

こちらの事業につきましては、昨年度も実施させていただいたところでございますが、

今回においても各世帯に5,000円分の商品券を配るというようなものでございます。 

実施月については今調整中ではございますが、昨年度は年度内で処理をしようとしたと

ころでございますけれども、今回少し時期を余裕を持ちまして、３月、４月で使えるよう

な体制をして、ゴールデンウイーク前まで活用できるような体制をできないかなと考えて

いるものでございます。 

続きまして、２段目でございます。地域公共交通確保対策事業につきましては、鉄道、

バス、タクシー事業者に対する燃料費等の支援でございます。 

こちらのほうにつきましては、県のほうでも交通支援対策を検討しておられるところで

はございますが、当市としても、それに準じて補助のお付き合いをさせていただくという

ものでございます。 

補助金総額のいずれも補助率は８分の１を想定しているものでございまして、あいの風

とやま鉄道、富山地方鉄道、それからタクシー事業者。タクシー事業者につきましては、

燃料費対策としては一応26台を想定しているものでございます。 

それから、物価高騰対応重点支援給付金給付費でございます。こちらのほうにつきまし

ては、低所得者世帯への支援ということで、１世帯当たり３万円等を給付するものでござ

います。それから、その世帯の中にお子さんがいらっしゃる世帯については、１人当たり

プラス２万で支給するものでございます。 

対象世帯につきましては、おおむね2,400世帯を想定しているようなところでございま

すが、それぞれ金額を想定した上で積算しておりまして、こちらにつきましては、おおむ

ね10分の10で給付金が来る予定となっております。 

また、この中にはもう一点ございまして、前回の定額減税の調整給付金で確定した金額

も追加給付されますので、それらについては、この給付が終わり次第、対策費として、７

月、８月ぐらいに給付されるようなものでございますので、予算を計上した後、明許する

ような状況となっております。 

それから、社会福祉施設等の特別支援事業につきましては、障害福祉、介護サービス事

業所に対する燃料費等の支援でございます。 

こちらのほうにつきましても、県のほうに準じて支援するような内容でございますが、

入所系22事業所、通所系20事業所、訪問系20事業所、こちらのほうは介護保険事業関係で
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ございますけれども、定員総額、１人当たりで入所系であれば7,500円、通所系であれば

2,900円、訪問系であれば１施設当たり１万9,500円を補助するものでございます。 

それから、障害者福祉施設につきましては、こちらのほうは、あくまで同じように定員

１名当たり7,500円、それから通所系については定員１名当たり2,900円、訪問系につきま

しては１施設当たり１万9,500円ということで、介護保険施設と同様の金額ではございま

すが、こちらの障害者施設については、市内においては、入所系については１事業所、通

所系については総定員で182名分、それから訪問系については４事業所を対象として見て

いるところでございます。 

それから、次の私立保育所等の運営事業費につきましては、同様に、児童福祉施設等に

対する燃料費の支援ということで、こちらのほうについては、市内の私立保育所、認定こ

ども園等12園、それから私立幼稚園の１園に対しまして、県に準じて支援する内容として

いるものでございます。こちらのほうは人数ごとによって金額は若干違いますので、トー

タルとして188万円余りの金額となっているものでございます。 

それから、次の公衆浴場特別支援事業費については、市が独自で設定するものでござい

ますが、公衆浴場事業者に対して燃料費等の支援額を支給するものでございます。 

それから、豊かな農村づくり推進費につきましては、こちらのほうは農業者への支援対

策ということでございまして、燃料代金の支援として、米、大麦、大豆、ハト麦、ソバ、

果樹農家に対しましては、作付面積、反当たり500円の支援をしたいと考えているものでご

ざいます。 

それから、施設園芸農家に対しましては、ガソリンの令和４年度との購入金額等の上昇

率23％アップ相当を見込んでいて、その差額について支給したいと考えているところでご

ざいます。 

最後、漁業振興事業費については、漁業者に対する支援という形の中におきまして、現

在市内においては一応14経営体を想定しておりまして、ガソリンに対する燃料高騰対策と

いう形で支援をしたいと考えているものでございます。 

総額２億1,386万4,000円を想定しているところでございます。 

なお、繰越明許費につきましては、各世帯を支援する３万円給付プラス子ども１人当た

り２万円の給付に係るものと一番最初の物価高騰対策、全世帯に商品券5,000円配布する

ものの、この２事業につきましては、明許を考えているところでございます。 

簡単でございますが、以上でございます。 
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【原委員長】 ありがとうございました。 

ただいまの説明について、委員の皆様から質問ありましたらお願いいたします。 

【青山副委員長】 全世帯の商品券のこのスケジュール感みたいなやつ、ちょっと確認だ

け。 

【石川総務部長】 現時点でのスケジュール感でございますが、これから、使える業者等

の把握に努めなきゃいけないんですが、前回やったときは200店舗程度だったので、当然そ

こら辺等々に声をかけながら、新しいところ、既に廃業されたところもあるかと思います

けども、そこら辺の調整と、併せて、印刷関係、商品券の発送等々については１月中旬に

は実施して、完成については、２月中旬ぐらいから商品券の発送をかけ、３月頭ぐらいま

でには皆さんの手元、これは大体発送で２週間程度を想定しているんですが。それから、

３月、４月の２か月間ぐらいの使用期間を想定して、ゴールデンウイークいっぱいぐらい

までを想定した考え方で今現在はいるところでございます。 

【青山副委員長】 確認なので、以上です。これでいいです。 

【原委員長】 ほかに。 

 （質疑する者なし） 

【原委員長】 それでは、当局からその他はないでしょうか。 

【石川総務部長】 その他関係というわけではないんですけども、今回議案として提出さ

せていただきますが、議案集のほうの配付については、ちょっと精査しておりますので、

年末なって申し訳ございませんが、一応27日にはお配りできるような体制にしたいと思っ

ていますので、ご了承いただければと思っております。 

【原委員長】 当局からは、それだけですね。 

ありがとうございました。 

それでは、当局の皆さんには、お疲れさまでした。 

 （当局退室） 

【原委員長】 それでは、日程第３ 令和７年第１回臨時会の会議日程案について、事務

局から説明をお願いいたします。 

【石井局長】 それでは、お手元の臨時会の日程案のほうをお願いいたします。 

日程につきましては、会期を令和７年１月10日金曜日の１日とします。当日は、欄外の

下のほうに記載してございますけども、午前９時から全員協議会、臨時会の本会議は午前

10時の開会とします。臨時会終了後に定例議員協議会を開催いたします。 
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次に、議事の流れについて簡単に申し上げます。 

日程第１、議事の流れのページのほうになりますけども、日程第１のほうで会議録署名

議員の指名、日程第２で会期の決定、日程第３のほうは、今ほどありました議案第１号、

令和６年度滑川市一般会計補正予算（第６号）ということになりまして、市長の提案理由

の説明が終わりましたら暫時休憩しまして、全体委員会を開いて補足説明を受けます。日

程第４のほうで議案の委員会付託ということで本会議を再開し、委員会付託を行いまして

暫時休憩とします。直ちに第１委員会室のほうで総務文教消防委員会を開催しまして、終

わりましたら、今度は大会議室のほうで産業厚生建設委員会を、開催を考えています。委

員会終了後は、委員長報告の作成等の準備が整い次第、本会議を再開する予定としており

ます。日程第５、委員長報告ということで、各常任委員長の報告がありまして、質疑、討

論、採決。最後に市長からの挨拶で閉会という予定としております。 

以上でございます。 

【原委員長】 今ほどの説明につきまして、委員の皆さんから、何かございますでしょう

か。 

 （質疑する者なし） 

【原委員長】 それでは、ないようでございますので、日程第４に入りたいと思います。 

令和７年３月市議会定例会の会議日程案について、事務局から説明をお願いいたします。 

【石井局長】 それでは、配付してございます日程案のほうをご覧ください。 

２月28日金曜日に開会しまして、３月21日金曜日、最終日までの22日間を予定しており

ます。２月28日と３月３日の両日は、本会議と全体委員会での補足説明となります。また

３月３日月曜日には、予算特別委員会の設置及び委員の選任を行います。ちなみに、３月

３日の15時から市政功労表彰の予定となっております。 

質問の通告日は３月５日正午までとなっております。10日月曜日は代表質問及び一般質

問で、11日が一般質問となります。 

12日水曜日から14日金曜日の３日間は予算特別委員会になります。 

13日、18日は中学校、小学校の卒業式がそれぞれ予定されておりますので、それぞれ午

後１時30分から委員会を開催いたします。 

予算特別委員会の委員構成は、全議員で構成される予定となっておりまして、令和７年

度当初予算のみを付託し、補正予算は各常任委員会へ付託する予定でございます。 

21日金曜日が最終日となります。午前９時から議会運営委員会、10時から全員協議会、
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11時から本会議を予定しております。 

欄外下に記載しておりますけども、３月定例会に係る議会運営委員会は２月21日金曜日、

定例議員協議会は２月25日の予定です。 

未定稿の説明が例年当局のほうからあると思いますが、まだ日は確定しておりませんけ

ども、２月の18、19、20辺りになるかと思います。 

また、請願、陳情及び意見書提出要請が、締切りの２月25日までに追加がありました場

合、議会運営委員会を３月３日にも開催いたします。 

11日午前９時からの議会運営委員会では、各会派・グループ等での協議結果を報告して

いただくという予定になります。 

なお、３月定例会の会議日程の正式な決定については、前回の議会運営委員会でも申し

ましたとおり、１月10日の定例議員協議会となりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

【原委員長】 ありがとうございました。 

 ただいまの説明に対して、委員の皆さんから何かご質問等あれば。 

よろしいですか。 

 （質疑する者なし） 

【原委員長】 それでは、３月定例会の予算特別委員会、設置されるわけでありますが、

この場で正副委員長について確認しておきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 昨年ちょっと尾崎議長の関係で変更がありまして、委員長には尾崎議員、副委員長には

髙川議員ということでお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 （異議なし） 

【原委員長】 それでは、委員長を尾崎議員、副委員長を髙川議員ということでお願いを

させていただきます。 

 次に、日程第５、その他に入ります。 

まず、委員の皆さん方から何かありますでしょうか。 

 （特になし） 

【原委員長】 ないようであります。 

事務局からのほうからあれば、よろしくお願いいたします。 

【石井局長】 ２月の定例議員協議会の日程の件でございますけども、通常、２月10日月
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曜日の午前中になるかと思いますけども、その日に立山町の町制施行70周年記念式典が午

前10時から11時30分まで予定されております。議長に出席依頼が来ておりまして、ちょう

どその時間と重なることもありまして、開催について、例えばその日の午後にすればよい

か、前もって７日ですとか、その後の12日にしたらよいか、その辺りいかがいたしましょ

うか。 

【原委員長】 今ほど説明がありましたとおり、10日が議長の出席要請が来ておるという

ことで、午後からにすればいいのか、それとも今あったように７日にすればいいのか。皆

さん、どんなものでしょうか。 

10日ということになれば、午後からということになるよね。 

【石井局長】 そうですね。朝一とかは難しいと思いますので。 

【原委員長】 私からすると、10日の午後からの開催のほうが助かるんですが、皆さんは

どんなものですか。 

 （異議なし） 

【原委員長】 なら、10日午後からということで、皆さんに案内してください。 

【石井局長】 はい。 

【開田委員】 ２月10日だよね、今の話。 

【原委員長】 ２月10日です。 

【開田委員】 はい。 

【原委員長】 何時から。１時半か。 

【岩城委員】 １時半だろう、ね。 

【石井局長】 はい。 

【原委員長】 なら、１時半ということで皆さんに連絡してあげてください。 

【石井局長】 はい、ありがとうございます。 

【原委員長】 よろしくお願いします。 

議長は、それから帰ってくるがやろう。 

【中田局長補佐】 帰ってきます。 

【竹原議長】 お昼前には帰ってくるよ。 

【原委員長】 はい。ありがとうございます。 

 ほかにございませんですね。 

 （特になし） 
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【原委員長】 当局から、ないですね。 

【石井局長】 はい。 

【原委員長】 以上をもちまして、議会運営委員会を閉会といたします。 

ご苦労さまでございました。 

午前10時21分閉会 

 

 


